
 添付資料２ 
速度圧を風速に換算する方法 

 
「シャッター・オーバーヘッドドアの耐風圧強度計算基準」では地上高さ１５ｍの地点での「基

準風速」を算出する方法の記述がありました。 

しかし、通常は製品の設置高さの風速換算値を求められることが多く、地上高さ１５ｍの地点

での風速換算値を提示すると誤解を招くことがありました。 

そこで、製品の耐風圧強度はあくまでも風圧力で示すべきであるとの判断から、「シャッター・

オーバーヘッドドアの耐風圧強度計算基準」から基準風速計算の項目を削除することとし、速度

圧を風速に換算する方法については、別途参考資料としてここに記載することと致しました。 

なお、同基準から削除いたしました内容についても新旧対比の意味で参考記載しています。 

 
１．速度圧を風速に換算する式    

  ベルヌーイの定理より  

    ｐ１＋ρ×Ｖ１
２／２＝ｐ２＋ρ×Ｖ２

２／２＝一定 

     ここで ｐ：流体圧力（Ｎ／ｍ２） 

ρ：空気密度（ｋｇ／ｍ３）  

Ｖ＝流体速度（ｍ／ｓｅｃ）     

  故に 

    ｐ２－ｐ１ ＝ρ×（Ｖ１
２ －Ｖ２

２ ）／２  

     ここで気流がシャッター（オーバーヘッドドア）で完全に止められたとすると 

Ｖ２＝０となり、そのときの圧力増加＝ｑ：速度圧 は 

    ｐ２－ｐ１ ＝ｑ＝ρ×Ｖ１
２／２  

  よって、その際の風速は 

 Ｖ＝√（２×ｑ／ρ） （ｍ／ｓｅｃ） …（１式）   

  ここで ｑ：当該シャッターに生じる速度圧（Ｎ／ｍ２）    

    ρ：空気密度（ｋｇ／ｍ３）＝１．２２ 

     ※ρについて、「建築物荷重指針・同解説（２００４）」（日本建築学会編集）では、

気温１５℃、気圧１０１３ｈＰａとし、湿度の影響は通常無視することができる

と記されている。 

よって 

  ρ＝１．２９３×２７３／（ｔ＋２７３）×Ａ／１０１３  

   ＝１．２２ （ｋｇ/ｍ３）      

   ここで ｔ：気温（℃）  ＝１５     

       Ａ：気圧（ｈＰａ）＝１０１３ 

 

 

 

 

 

 

 



２．参考： 「シャッター・オーバーヘッドドアの耐風圧強度計算基準」から削除した内容抜粋 

４．３ 速度圧及び基準風速 

   建築基準法施行令第８７条によると 

  （ａ）建築物の地上高１６ｍ以下の部分の速度圧は 

      ｑ ＝６０ ｈ    （４．１） 

  （ｂ）建築物の地上高１６ｍを超える部分の速度圧は 

      ｑ ＝１２０４ ｈ  （４．２） 

    となっているが、上記速度圧算出式は１９３４年（総和９年）の室戸台風の最大瞬間  

    風速６３ｍ／ｓｅｃ（測定位置：地上高さｈｏ＝１５ｍ）を基準にして導かれている。 
  （ｃ）ベルヌーイの定理より 
        ρ×Ｖ１

２         ρ×Ｖ２
２ 

     ｐ１＋      ＝ｐ２＋     ＝一定 
         ２         ２ 
       ｐ：流体圧力 

       ρ：流体密度 

       Ｖ：流体速度  

     故に 
           ρ（Ｖ１

２－Ｖ２
２） 

     ｐ２－ｐ１＝ 
               ２ 
    ここで気流が建物で完全に止められたとするとＶ２＝０となり、そのときの圧力増加 

    （速度圧）ｑ は 
                ρ×Ｖ１

２ 
     ｐ２－ｐ１＝ ｑ ＝ 
                 ２ 
         ＝０．０５８Ｖ２            （４．３） 

     但し、空気密度ρ＝０．１１５ ｋｇ／ｓｅｃ２／ｍ４ 

     また風速と地上高の関係は地上高１６ｍ以下の部分については 
                         ｈ    
     Ｖ＝Ｖｏ×（    ）              （４．４） 

１

4

                        ｈｏ 
     を使用し、この（４．４）式を（４．３）式に代入すると 
                                       ｈ 
      ｑ ＝０．０５８Ｖ０

２×（       ）  （４．５） 
１

2 

                                      ｈｏ 
     （４．５）式でＶ＝６３ｍ／ｓｅｃ、ｈｏ＝１５ｍとすると 

     ｑ ＝５９．４ ｈ 

        ≒６０ ｈ     ｋｇｆ／ｍ２ （４．１） 

         ＝９．８×６０ ｈ Ｎ／ｍ２     （４．１） 

  （ｄ）（４．２）式は（４．３）式のＶに 
 ｈ 
     Ｖ＝Ｖｏ×（   ）      （４．６） 
 ｈｏ 

１ 
8 

     を代入することにより求まる。 
 ｈ 
      ｑ ＝０．０５８Ｖ０

２×（   ） （４．７） 
 ｈｏ 

１

4

        ＝１１７４ ｈ 

        ≒１２０４ ｈ     ｋｇｆ／ｍ２ （４．２） 

         ＝９．８×１２０４ ｈ Ｎ／ｍ２      （４．２） 



 
  〈基準風速について〉 

  （ｅ）地上高が１６ｍ以下の場合 

    （４．５）式をＶｏについて解き、ｈｏ＝１５ｍを代入する。 
               ｑ 
     Ｖｏ＝                  （４．８） 
           ０．０１５０×ｈ 

１

2

  （ｆ）地上高が１６ｍを超える場合 

    （４．７）式をＶｏについて解き、ｈｏ＝１５ｍを代入する。 
               ｑ 
     Ｖｏ＝               （４．９） 
           ０．０２９５×ｈ 

１

4

   （４．８）及び（４．９）式のＶｏは地上高１５ｍの位置での風速である。またｈは 

      シャッター又はオーバーヘッドドアの地盤面からの高さ（Ｈ）の数値を代入する。 

 

 
 

 
 


